
あみの図書館では、第２回「大人の“耳から

読書”」を２月以降に予定しています。 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.２ 平成２２年１１月 

HP：http://www.city.kyotango.kyoto.jp/kurashi/kyoiku/toshokan/kyotango_city_library 
 

京丹後市立 

としょかんだより 

図書館では恒例の冬の行事を館（室）ごとに開催します。これらの行事をとおして図書館をより

身近なものと感じていただくとともに、これまで来館されたことのない市民の皆さまにも図書館に

お越しいただくきっかけになればと考えています。 

 

大人のためのおはなしのじかん 

◆ 日 時 平成２３年１月２３日（日） 

   13：30～14：30 

◆ 場 所 峰山地域公民館 講義室 

◆ 内 容 語り 

◆ 語り手 読み聞かせボランティア 

  「わ」のみなさん、図書館職員 

※昭和63年11月の京都新聞（丹後版）、

広告チラシ、丹後ちりめんカレンダーの

展示もあります。 

※「大人の･･･」としていますが、小学生以

上のお子さんもご参加いただけます。 

図書館（室）の本がお家に残っていない

でしょうか？家の片付けなどをされた時に

市立図書館のバーコードがついた本が出て

きましたら、お近くの図書館（室）へご返

却をお願いいたします。 

迷子の本はいませんか？ 

図書館では、ボランティアのみなさんの協

力を得て今年度から、新たに大人向けに朗

読や語りを楽しむ催しに取り組んでいます。

本を読んでもらったり、お話を聞くのは大人

でも楽しいものです。冬のひととき、ほっこり

とした時間をお過ごしください。 

 

みなさんに気持ちよく利用していただくため、返却された本を拭いてから書架に戻してい

ます。また、忘れ物がないかを見るために中を確認しています。図書館（室）では、少しで

もきれいな本を手にとっていただきたいと思っています。みなさんのご理解をいただきます

ようお願いいたします。 

次の人にもきれいな本を 

  2011 年はウサギ年。むかしから野山を

飛び跳ねていたウサギは日本人にはなじ

みの動物だったのでしょう。童謡では、

ウサギのかわいらしい姿が歌われていま

すし、昔話では『カチカチ山』などで「策

略家」として登場しています。また、こ

とわざには「兎の上り坂」というのがあ

ります。「ウサギは坂を上るのが得意なと

ころから物ごとが条件に恵まれて早く進

む」（『故事ことわざ辞典』小学館）とい

う意味です。2011 年が「兎の上り坂」と

なりますように。 

 

☆ 12月4日 （土）

☆ 12月5日 （日）

☆ 12月5日 （日）

☆ 12月11日 （土）

☆ 12月19日 （日）

☆ 12月25日 （土）

☆ 1月30日 （日） わくわく科学あそび教室

久美浜図書室

大宮図書室

峰山図書館

弥栄図書室

冬のおたのしみ会

パネルシアター  「さるじぞう」 ほか

人形劇  「かもとりごんべえ」 ほか

光る紙芝居  「へっこきよめさま」 ほか 丹後図書室

10：00～11：30

おはなしひろば冬スペシャル

手袋シアター  「てぶくろを買いに」 ほか

やじろべえであそぼう！　

ペープサート 「きつねのおきゃくさま」 ほか あみの図書館

冬のおはなし会

10：00～11：00 冬のおはなし会

10：00～11：00

峰山図書館人形劇  「ブレーメンのおんがくたい」 ほか

14：00～15：30 冬のお楽しみ会

冬のおはなし会14：00～15：00

14：30～15：30

10：00～11：30



単行本 ↑ 
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図書館(室)所在地･連絡先 

峰 山 図 書 館

あ み の 図 書 館

大 宮 図 書 室

弥 栄 図 書 室

丹 後 図 書 室

久 美 浜 図 書 室

峰山町杉谷 1030（峰山地域公民館 ３階） 

網野町網野 385-1（「ら・ぽーと」２階） 

大宮町口大野 228-1(アグリセンター大宮１階） 

弥栄町溝谷 3443-2（弥栄地域公民館内） 

丹後町間人 2624（丹後地域公民館内） 

久美浜町 852-1（久美浜地域公民館内） 

62-5101 

72-4946 

69-0672 

65-2101 

69-0664 

82-1771 

62-7980 

72-4900 

64-5648 

65-4320 

75-2006 

82-1795 

       『もしもし下北沢』 

よしもと ばなな 著 

毎日新聞社 

父親が見知らぬ女性の無理心中に巻き込

まれてしまった。残された私と母は住み慣れた

家を離れ、新しい町で生活を始める。大きな

喪失感のなかから私と母は下北沢という町で、

それぞれの道を歩み始める。 

「当たり前」の生活がいかにありがたいもの

かが感じられる物語です。 

☆開館時間は、午前 10 時～午後 6 時（峰山･あみの図書館では、水曜日は午後７時まで） 

☆年末年始は、12 月 28 日～1 月 4 日が休館となります。 

〔12 月〕

☆  は休館日(毎週月曜日、毎月１日･･･その日が土･日曜日のときは翌週の火曜日)です。 
※ 館内整理日：12 月 1 日(水) ※ 館内整理日：1 月 4 日(火) 

〔1 月〕 図書館カレンダー 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

* * * 1 2 3 4 * * * * * * 1

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22

26 27 28 29 30 31 * 23/30 24/31 25 26 27 28 29

◆図書館に大活字本があるのをご存知ですか？「文字が見やすい」「肩が凝らない」など、とても

好評です。「小さい文字を読むのは疲れる」という方は、ぜひ一度、手にとってご覧ください。 

◆峰山・あみの図書館では、ＣＤ・カセットを貸出しています。分野は落語、音楽、文学、講演など

があり、各館に所蔵リストもあります。 

 

『知ってびっくり！ 

ことばのはじまり物語』 

汐見 稔幸 監修 

学研教育出版 

「つめたい」は冷たいものにさわって「爪痛

い」から出てきたと考えられているそうです。

今では「やさしさがない」という意味もあります

ね。では、「やさしい」は･･･。50 のことばにつ

いての明解で楽しい解説により、知ってびっ

くり。まさに「目からうろこ」。最後に「目からう

ろこ」のいわれものっていますよ。 
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おすすめ図書 

実物大比較 

大活字本 ↑ 

※ これらの資料は最寄りの図書館（室）へ取り寄せができます。 

夏目漱石 著 

『坊ちゃん』より 

書　　　　　名 著　　　者 出　版　社

　もしもし下北沢 　よしもと　ばなな　著 　毎日新聞社 

　神様のカルテ ２ 　夏川　草介　著 　小学館

　ほかげ橋夕景 　山本　一力　著 　文藝春秋

　ツリーハウス 　角田　光代　著 　文藝春秋

　飽きる力 　河本　英夫　著 　日本放送出版協会

　本を読むってけっこういいかも 　香山　リカ　著 　七つ森書館

　明治天皇という人 　松本　健一　著 　毎日新聞社

　気がつけばドッキョロージン 　澁澤　幸子　著 　じゃこめてい出版

　禁煙はじめました 　伊藤　三巳華　著 　メディアファクトリー

　子どもに薬を飲ませる前に読む本 　山田　真　著 　講談社

書　　　　　名 著　　　者 出　版　社

　知ってびっくり！ことばのはじまり物語 　汐見　稔幸　監修 　学研教育出版

　イトウくん 　三木　卓　作    高畠　純　絵 　福音館書店

　都会（まち）のトム＆ソーヤ ８ 　はやみね　かおる　著 　講談社

　ミイラの大研究 　近藤　二郎　監修 　ＰＨＰ研究所

　もりのたいしょうははりねずみ 　モーラ・フェレンツ　著 　偕成社

　ピンクのれいぞうこ 　ティム・イーガン　作･絵　 　ひさかたチャイルド

　だいこんだんめんれんこんざんねん 　加古　里子　作 　福音館書店

　トイレの神様 　植村　花菜　文   とりごえ　まり　絵 　講談社

　ワニあなぼこほる 　石井　聖岳　作 　イースト・プレス

　よくぞごぶじで 　ルドウィッヒ・ベ－メルマンス　作 　ＢＬ出版

一般書

児童書


